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西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』

竹　

田　

健　

二

は
じ
め
に

　

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪

人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
い
て
、
西
村
天
囚
は
五
井
蘭
洲
に
関
す

る
講
演
を
行
っ
た（
１
）。

天
囚
は
こ
の
講
演
に
続
き
、
同
年
二
月
七
日

か
ら
二
七
日
に
か
け
て
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
其
一
」

と
題
す
る
連
載
を
行
い
、
更
に
こ
の
連
載
を
ま
と
め
た
『
懐
徳
堂

考
』
上
巻
を
同
年
三
月
六
日
に
出
版
し
た
。
こ
う
し
た
五
井
蘭
洲

を
起
点
と
す
る
一
連
の
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
が
、
同
年
九
月
の
懐

徳
堂
記
念
会
の
設
立
を
経
て
翌
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
〇

月
に
挙
行
さ
れ
た
懐
徳
堂
記
念
祭
や
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

の
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
設
立
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

の
重
建
懐
徳
堂
建
設
へ
と
展
開
し
て
い
く
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の

発
端
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
囚
が

五
井
蘭
洲
研
究
に
取
り
組
ん
だ
際
に
、
ど
の
よ
う
な
資
料
を
用
い

た
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

　

明
治
末
の
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
に
用
い
ら
れ
た
資
料
に
つ
い

て
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
『
懐
徳
堂
記
録
』
が
、
大

阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
現
存
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
本
稿
で
は
、
明
治
末
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
の
実
態
を
解
明
す

る
手
が
か
り
を
得
る
べ
く
、天
囚
が
五
井
蘭
洲
研
究
に
用
い
た『
懐

徳
堂
記
録
』
と
は
如
何
な
る
資
料
な
の
か
、
ま
た
天
囚
は
ど
の
よ

う
に
し
て
『
懐
徳
堂
記
録
』
を
入
手
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題

を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
。

一
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
と
五
井
蘭
洲
関
係
資
料

　

西
村
天
囚
は
、
五
井
蘭
洲
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
資
料
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
天
囚
自

西村天囚の五井蘭洲研究と『懐徳堂記録』 ― 竹田健二

41



身
は
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
序
説
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

初
め
予
れ
懐
徳
堂
を
硏
究
せ
ん
と
し
て
、未
だ
端
緒
を
得
ず
、

既
に
し
て
蘭
洲
の
鷄
肋
篇
四
册
を
會
員
眞
砂
濱
君
（
和
助
）

に
借
り
て
之
を
讀
み
、
驚
喜
禁
ぜ
ず
、
鷄
肋
篇
は
蘭
洲
手
定

の
文
稿
な
り
、尋
で
蘭
洲
遺
稿
二
册
を
會
員
蘆
隱
太
田
君（
源

之
助
）
に
借
る
を
得
た
り
、
此
は
君
の
手
寫
本
に
し
て
、
鷄

肋
篇
と
重
複
す
る
者
十
六
篇
を
除
く
外
、
皆
蘭
洲
晩
年
風
後

の
作
と
覺
し
く
、
特
に
隨
筆
體
の
叙
事
多
く
し
て
、
懐
徳
諸

儒
の
逸
事
を
載
せ
た
る
、
眞
に
得
易
か
ら
ざ
る
好
資
料
に
屬

し
、
大
阪
文
學
界
の
洪
寶
な
り
、
予
れ
遺
稿
を
讀
み
て
蘭
洲

と
懐
徳
堂
と
の
關
係
を
詳
に
し
、
更
に
鷄
肋
篇
の
持
軒
先
生

行
狀
を
讀
み
て
、
蘭
洲
の
父
持
軒
が
大
阪
文
學
に
偉
功
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
其
の
祖
父
は
大
阪
に
於
け
る
讀
書
人
の
祖
な

る
を
知
り
、
懐
徳
堂
硏
究
の
第
一
着
と
し
て
、
持
軒
蘭
洲
の

事
蹟
を
叙
述
す
る
所
以
な
る
が
、
太
田
君
は
更
に
貸
す
に
其

の
苦
心
蒐
集
せ
る
浪
華
名
家
碑
文
集
一
册
、
及
び
手
寫
の
懐

徳
堂
記
錄
四
册
を
以
し
、
同
僚
好
尚
木
崎
君
（
愛
吉
）
も
亦

採
訪
に
協
戮
せ
し
よ
り
、
資
料
略
備
れ
り
、
因
て
之
に
加
ふ

る
に
自
己
の
聞
見
を
以
し
て
此
の
編
は
成
れ
り
、
謹
ん
で
此

に
好
古
篤
學
助
力
を
吝
ま
ざ
り
し
諸
君
の
厚
意
を
感
謝
す
る

者
な
り
。

　

天
囚
は
、
先
ず
大
阪
人
文
会
会
員
で
あ
る
濱
和
助
（
真
砂
）
か

ら
『
鶏
肋
篇
』
を
、
次
い
で
同
じ
く
大
阪
人
文
会
会
員
の
太
田
源

之
助
（
蘆
隠
）
か
ら
『
蘭
洲
遺
稿
』
を
、
更
に
太
田
か
ら
『
浪
華

名
家
碑
文
集
』
と
『
懐
徳
堂
記
録
』
と
を
入
手
し
、
蘭
洲
研
究
に

必
要
な
資
料
を
揃
え
た
と
述
べ
て
い
る（
２
）。

　

天
囚
は
ま
た
、
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
け
る
講
演
の
中

で
も
、
五
井
蘭
洲
関
係
資
料
の
提
供
を
人
文
会
の
濱
や
太
田
か
ら

受
け
た
と
述
べ
て
い
る
。
天
囚
の
講
演
に
は
速
記
録
「
吉
田
鋭
雄

速
記　

大
阪
人
文
会　

五
井
蘭
洲　

西
村
天
囚
君
述
」が
現
存
し
、

そ
の
中
に
以
下
の
記
述
が
あ
る（
３
）。

私
は
昨
年
の
会
に
大
阪
の
儒
学
を
研
究
す
る
様
に
と
云
ふ
分

担
を
承
知
致
し
ま
し
た
が
、大
阪
の
儒
学
と
申
し
ま
す
れ
ば
、

懐
徳
堂
を
経
に
致
し
て
混
沌
社
を
緯
と
致
し
、
さ
て
研
究
致

し
ま
し
た
な
れ
ば
、
大
凡
二
百
余
年
間
の
漢
文
学
の
沿
革
が

解
る
事
と
思
ひ
ま
す
、
之
ま
で
私
も
学
者
の
伝
記
な
ど
を
取

調
べ
ま
し
た
が
、
真
先
に
手
を
着
け
る
べ
き
大
阪
の
漢
文
学

の
事
績
は
、
其
の
侭
に
致
し
て
居
り
ま
し
た
、
甚
だ
相
済
ま

ぬ
事
で
、
実
は
研
究
し
や
う
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
手

を
着
け
る
機
会
が
な
く
っ
て
居
り
ま
し
た
、
所
が
昨
年
濱
和
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記
録
』
を
借
用
し
た
後
、
借
用
し
た
資
料
の
写
本
を
作
成
し
、
そ

の
写
本
を
用
い
て
蘭
洲
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
、
天
囚
が
濱
と
太
田
と
か
ら
借
用
し
た
資
料
に
基
づ
い

て
作
成
し
た
五
井
蘭
洲
関
係
資
料
の
写
本
が
、
天
囚
旧
蔵
の
資
料

の
中
に
現
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
し
、
天
囚
旧
蔵
の
資
料

の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳

堂
文
庫
・
碩
園
記
念
文
庫
・
小
天
地
閣
叢
書
の
中
に
『
懐
徳
堂
記

録
』
と
称
さ
れ
て
い
る
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た（
４
）。
こ

の
資
料
は
、『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
、
一

九
七
六
年
）に
お
い
て
、「
西
村
時
彦
編
／
写
本
」と
し
て
、国
書
・

叢
書
・
小
天
地
閣
叢
書
乾
集
中
に
『
懐
徳
堂
記
録
』
と
の
書
名
で

記
載
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
は
、

そ
の
内
容
や
数
量
に
関
し
て
ま
っ
た
く
記
述
が
な
い
。

　

周
知
の
通
り
、
西
村
天
囚
の
没
後
、
そ
の
遺
書
は
財
団
法
人
懐

徳
堂
記
念
会
（
現
・
一
般
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
）
に
寄
贈
さ

れ
、
碩
園
記
念
文
庫
と
し
て
収
蔵
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
空
襲
に
よ
る
焼
失
を
免
れ
た
所
蔵
資

料
を
大
阪
大
学
文
学
部
に
寄
贈
し
、
そ
れ
ら
は
現
在
、
大
阪
大
学

附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
小
天
地
閣
叢

書
は
碩
園
記
念
文
庫
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
名
は
天
囚
の
室
号
に

ち
な
む（
５
）。
従
っ
て
、
こ
の
懐
徳
堂
文
庫
の
碩
園
記
念
文
庫
・
小
天

助
さ
ん
か
ら
五
井
蘭
洲
の
鶏
肋
篇
を
拝
借
致
し
、
本
年
に
な

り
ま
し
て
木
崎
君
が
太
田
君
か
ら
蘭
洲
遺
稿
を
借
ら
れ
ま
し

た
の
を
又
借
り
で
読
み
ま
し
た
、
略
蘭
洲
と
云
ふ
人
に
就
て

考
が
つ
き
ま
し
た
と
共
に
、
一
つ
研
究
し
て
見
や
う
か
と
云

ふ
考
を
起
し
ま
し
た
、
之
は
濱
さ
ん
と
太
田
さ
ん
の
篤
志
か

ら
し
て
、
先
賢
の
遺
稿
を
写
し
或
は
所
蔵
な
さ
れ
た
お
蔭
さ

ん
で
、
殊
に
太
田
君
に
至
っ
て
は
蘭
洲
遺
稿
に
標
注
を
加
へ

て
居
ら
れ
る
位
、
御
熱
心
の
程
が
見
へ
て
居
り
ま
す
る
、
其

の
お
蔭
で
略
考
を
つ
け
て
蘭
洲
か
ら
説
出
し
た
い
と
考
へ
ま

し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
、

　

こ
の
よ
う
に
天
囚
は
、
講
演
の
中
で
、
濱
か
ら
『
鶏
肋
篇
』
を

「
拝
借
」
し
、
ま
た
大
阪
人
文
会
会
員
で
大
阪
朝
日
新
聞
の
社
員

で
あ
っ
た
木
崎
愛
吉
が
太
田
か
ら
借
り
て
い
た
『
蘭
洲
遺
稿
』
を

「
又
借
り
で
読
」
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
天
囚
が
大
阪

人
文
会
の
会
員
で
あ
る
濱
や
太
田
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
を
用
い

て
五
井
蘭
洲
研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
確
実
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
序
文
に
お

い
て
も
、
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
で
の
講
演
に
お
い
て
も
、
天

囚
は
濱
や
太
田
の
所
蔵
す
る
蘭
洲
関
係
資
料
を
い
ず
れ
も
借
用
し

た
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
天
囚
は
、
濱
や
太
田
か

ら
『
鶏
肋
篇
』・『
蘭
洲
遺
稿
』・『
浪
華
名
家
碑
文
集
』・『
懐
徳
堂
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地
閣
叢
書
の
中
の
『
懐
徳
堂
記
録
』（
以
下
、
小
天
地
閣
本
）
四

冊
が
天
囚
旧
蔵
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
い
う
「
懐
徳
堂
記
録
四
冊
」
と
小
天
地

閣
本
の
四
冊
と
は
、
書
名
と
冊
数
と
は
確
か
に
合
致
し
て
い
る
。

し
か
し
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、『
懐
徳
堂
記
録
』

四
冊
が
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
特
に
説
明
し
て

お
ら
ず
、
こ
の
た
め
両
者
が
果
た
し
て
同
一
の
資
料
な
の
か
ど
う

か
は
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
難
い（
６
）。

　

そ
こ
で
次
章
で
は
、
小
天
地
閣
本
が
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お

い
て
天
囚
が
い
う
と
こ
ろ
の
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
に
該
当
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、
小
天
地
閣
本
『
懐
徳
堂
記
録
』

　

小
天
地
閣
本
四
冊
は
、表
紙
と
裏
表
紙
と
に
、す
べ
て「
七
宝
」、

或
い
は
「
七
宝
繋
ぎ
」
と
呼
ば
れ
る
同
一
の
模
様
、
同
色
（
藍
色
）

の
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
四
冊
と
も
、
同
じ
形
式
の
題
簽

が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
四
冊
は
同
時
に
装
丁
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
天
地
閣
本
四
冊
の
表
紙
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
題
簽
の
下
部
に

は
、
枠
外
に
小
さ
く
、
各
冊
の
配
列
を
示
す
と
見
ら
れ
る
漢
数
字

が
記
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
以
下
便
宜
的
に
、こ
の
漢
数
字
に
従
っ

て
各
冊
を
第
一
冊
・
第
二
冊
・
第
三
冊
・
第
四
冊
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

　

四
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
題
簽
に
記
さ
れ
て
い
る
外
題
と
収
録
さ
れ
て

い
る
資
料
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
冊
の
題
簽
に
は
「
学
問
所
建
立
記
録　

懐
徳
堂
定
約
／
懐

徳
堂
定
約
附
記　

懐
徳
堂
義
金
簿
／
御
同
志
中
相
談
覚　

三
宅
幸

蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中
へ
懸
合
候
覚
／
逸
史
献
上
記
録　

義
金
助

成
金
簿
」
と
あ
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
懐
徳
堂
関
係
の
八
種
の
資

料
の
名
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
種
の
資
料
を
統
べ
る

書
名
に
当
た
る
も
の
は
、
題
簽
の
み
な
ら
ず
、
内
題
と
し
て
も
、

第
一
冊
に
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
冊
の
題
簽
に
は

「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」、
第
三
冊
の
題
簽
に
は
「
学
校
公
務
記
録
」

と
あ
り
、
両
冊
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
の
名

が
そ
の
ま
ま
題
簽
に
記
さ
れ
て
い
る
。
第
四
冊
の
題
簽
に
は
「
懐

徳
堂
内
外
事
記
」
と
あ
り
、
本
冊
に
は
「
懐
徳
堂
内
事
記
」
と
「
懐

徳
堂
外
事
記
」
と
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
天
地
閣
本
四
冊
の
中
に
は
、
懐
徳
堂
に
関

す
る
合
計
十
二
種
の
資
料
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
収
録
さ
れ
て
い

る
資
料
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
そ
の
書
名
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
で

あ
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
冊
の
表
紙
に
は
、
題
簽
と
は

別
に
、
右
上
に
小
さ
な
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
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の
小
紙
片
に
は
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

う
し
た
小
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
は
第
一
冊
の
み
で
あ
り
、

第
二
冊
か
ら
第
四
冊
ま
で
に
は
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
。
上
述
の
通

り
、
四
冊
各
冊
の
題
簽
に
は
ど
こ
に
も
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
は
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
四
冊
の
内
題
と
し
て
も
「
懐
徳
堂
記
録
」

の
語
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
小
天
地
閣
本
の
四
冊
が
「
懐

徳
堂
記
録
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
は
、
第
一
冊
の
表
紙
右
上
に

貼
付
さ
れ
た
小
紙
片
に
記
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
記
録
」
の
語
だ
け
で

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
お
い
て
小
天
地
閣
本
が
『
懐
徳

堂
記
録
』
と
の
書
名
で
記
載
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
第
一

冊
の
表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
小
紙
片
に
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
及
び
四
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
の
内
容
か
ら

と
推
測
さ
れ
る
が
、
題
簽
の
外
題
に
も
内
題
に
も
「
懐
徳
堂
記
録
」

の
語
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
小
天
地
閣

本
四
冊
が
そ
も
そ
も
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
称
さ
れ
て
い
た
か
ど
う

か
は
、
定
か
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る（
７
）。
し
か
も
、
詳
し
く
は
後
述

す
る
よ
う
に
、
こ
の
第
一
冊
表
紙
右
上
の
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
記

さ
れ
た
小
紙
片
は
、
そ
も
そ
も
丁
寧
に
切
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
お
そ
ら
く
題
簽
と
は
別
に
、
後
か
ら
貼
付
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

天
囚
は『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
お
い
て「
懐
徳
堂
記
録
四
冊
」と
、

「
懐
徳
堂
記
録
」
の
語
を
書
名
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
実
は
こ

の
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
い
う
語
は
、
中
井
木
菟
麻
呂
や
財
団
法
人

懐
徳
堂
記
念
会
が
、
書
名
と
し
て
で
は
な
く
、
懐
徳
堂
に
関
す
る

複
数
の
記
録
の
類
を
指
す
語
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
て
お
り
、
し

か
も
こ
の
語
が
指
す
資
料
の
内
訳
は
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
「
懐

徳
堂
記
録
」
の
語
が
木
菟
麻
呂
に
よ
っ
て
最
初
に
用
い
ら
れ
た
経

緯
を
確
認
し
て
お
く
。『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
い
う『
懐
徳
堂
記
録
』

四
冊
と
小
天
地
閣
本
と
の
関
係
を
理
解
す
る
上
で
、「
懐
徳
堂
記

録
」
の
語
が
最
初
に
用
い
ら
れ
た
経
緯
は
極
め
て
重
要
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

私
見
で
は
、「
懐
徳
堂
記
録
」
と
い
う
語
が
最
初
に
用
い
ら
れ

た
の
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
〇
月
、
中
井
木
菟
麻
呂

が
大
阪
市
史
編
纂
係
の
幸
田
成
友
か
ら
、
大
阪
市
史
編
纂
の
た
め

に
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
際
の
こ
と
で
あ
る
。

木
菟
麻
呂
は
こ
の
幸
田
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、「
学
問
所
建
立

記
録
」・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」・「
懐
徳
堂
内
事
記
」・「
懐
徳
堂
外

事
記
」・「
学
校
公
務
記
録
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
三
宅
幸
蔵
変

宅
ニ
付
御
同
志
中
へ
懸
合
候
覚
」・「
逸
史
献
上
記
録
」・「
義
金
助

成
金
簿
」・「
御
同
志
中
相
談
覚
」
の
十
種
の
資
料
と
「
履
軒
先
生

肖
像
」
と
を
大
阪
市
史
編
纂
係
に
提
供
し
た
。
木
菟
麻
呂
は
こ
の

こ
と
を
、
そ
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
記
述
し
て
お
り
、
そ
の
記
述
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の
中
で
、
木
菟
麻
呂
は
提
供
し
た
十
種
の
資
料
を
「
懐
徳
堂
記
録
」

と
呼
ん
で
い
る（
８
）。

　

な
お
、
こ
の
時
に
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
提
供
し
た
原
本
は
、
昭

和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
木
菟
麻
呂
よ
り
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念

会
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
更
に
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
よ
り
大

阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
て
、
現
在
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳

堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
市
史
編
纂
係
は
、
木

菟
麻
呂
か
ら
提
供
さ
れ
た
十
種
の
資
料
の
写
本
を
作
成
し
て
三
冊

に
合
冊
し
て
お
り
、
そ
の
三
冊
は
現
在
、「
学
校
公
務
記
録
」
を

収
録
す
る
一
冊
が
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
に
、
ま
た
「
懐
徳
堂
内

事
記
」
と
「
懐
徳
堂
外
事
記
」
と
を
収
録
す
る
一
冊
、
及
び
「
学

問
所
建
立
記
録
」・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
御

同
志
中
相
談
覚
」・「
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中
へ
懸
合
候

覚
」・「
逸
史
献
上
記
録
」・「
義
金
助
成
金
簿
」
の
七
つ
の
資
料
を

収
録
す
る
一
冊
の
合
計
二
冊
が
大
阪
市
史
編
纂
所
に
現
存
す
る
。

こ
れ
ら
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
の
三
冊
の
写
本
（
以
下
、
大
阪
市

史
編
纂
係
旧
蔵
本
）
は
す
べ
て
、
そ
の
巻
末
に
「
東
京
市
神
田
區

小
川
町
中
井
木
菟
麿
蔵
本
／
明
治
三
十
五
年
十
月
採
訪
」
と
の
識

語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

問
題
は
、
こ
の
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
中
井
木
菟
麻
呂

が
幸
田
成
友
の
求
め
に
応
じ
て
提
供
し
、
木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂

記
録
」
と
呼
ん
だ
十
種
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
と
、
小
天
地
閣
本
と

の
関
係
で
あ
る
。
小
天
地
閣
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十
二
種
の
資

料
は
、
木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
呼
ん
だ
十
種
の
資
料
の

他
に
、「
懐
徳
堂
定
約
」（
第
一
冊
）
と
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」（
第

二
冊
）
と
を
含
ん
で
い
る
わ
け
だ
が
、「
懐
徳
堂
定
約
」
と
「
懐

徳
堂
記
録
拾
遺
」
と
は
、
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
提
供
し
た
十
種
の

懐
徳
堂
関
係
資
料
と
同
様
に
、
大
阪
市
史
編
纂
係
の
所
蔵
す
る
資

料
の
中
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
懐
徳
堂
定
約
」
は
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）、

懐
徳
堂
の
初
代
学
主
・
三
宅
石
庵
の
高
弟
で
、
五
同
志
の
一
人
で

あ
る
中
村
良
斎
（
三
星
屋
武
右
衛
門
）
の
著
し
た
も
の
で
、
木
菟

麻
呂
が
大
阪
市
史
編
纂
係
に
提
供
し
て
い
る「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」

は
、
こ
の
「
懐
徳
堂
定
約
」
を
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
補
訂

し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
五
月
、
大
阪
市

史
編
纂
係
は
森
本
専
助
の
所
蔵
す
る
『
懐
徳
堂
記
』
の
写
本
を
収

蔵
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
『
懐
徳
堂
記
』
は
「
学
問
所
建
立
記

録
」・「
懐
徳
堂
定
約
」・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
の
三
つ
の
資
料
を

含
む
も
の
だ
っ
た
。大
阪
市
史
編
纂
係
が
作
成
し
て
旧
蔵
し
た『
懐

徳
堂
記
』
の
写
本
は
、
現
在
『
葦
の
葉
わ
け
』・『
牢
扶
持
方
勤
書
』

と
の
合
冊
本
と
し
て
、
大
阪
市
史
編
纂
所
に
現
存
す
る（
９
）。

　

ま
た
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）

四
月
に
再
び
幸
田
か
ら
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
依

頼
さ
れ
た
木
菟
麻
呂
が
、
そ
の
依
頼
に
応
じ
て
編
集
し
た
資
料
集
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の
名
で
あ
る
。こ
の
時
も
木
菟
麻
呂
は
幸
田
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、

和
文
で
記
さ
れ
た
資
料
を
編
集
し
た
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
一
冊

と
、
漢
文
で
記
さ
れ
た
資
料
を
編
集
し
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』
一
冊

と
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
二
月
、
木

菟
麻
呂
は
『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
と
に
、
並

河
寒
泉
の
著
し
た
『
拝
恩
志
喜
』
一
冊
を
合
わ
せ
た
合
計
三
冊
を

幸
田
に
送
っ
た（
（（
（

。『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
に
は
「
学
問
所
来
歴
覚

書
」・「
学
問
所
謝
儀
等
に
付
き
て
の
意
見
」・「
学
問
所
再
建
に
付

き
て
の
書
類　

三
通
」・「
家
名
相
続
願　

二
通
」・「
逸
史
上
納
に

付
き
て
の
書
類　

一
通
」・「
同
志
中
被
指
出
候
口
上
書
写
」・「
竹

山
先
生
遺
状
」・「
万
年
先
生
手
簡
」・「
附
記
」（「
出
立
届
扣
」・「
䰵

太
郎
宗
家
家
督
証
文
」・「
蘭
洲
五
井
先
生
家
譜
」・「
中
井
氏
家

譜
」・「
祠
堂
之
議
」）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
和
文
で

記
さ
れ
た
資
料
か
ら
な
る
資
料
集
に
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
記
録

拾
遺
』
と
命
名
し
た
の
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
幸
田

に
提
供
し
た
「
懐
徳
堂
記
録
」
の
十
種
の
資
料
が
す
べ
て
和
文
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
明
治
四
二
年
に
編
集
し
た
和
文
の
資
料

集
は
そ
の
「
懐
徳
堂
記
録
」
を
追
補
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
・
懐
徳
堂
文

庫
・
新
田
文
庫
に
は
、
木
菟
麻
呂
の
編
集
し
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』・

『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
の
原
本
が
、
ま
た
大
阪
市
史
編
纂
所
に
は

原
本
か
ら
作
成
さ
れ
た
、『
懐
徳
堂
纂
録
』・『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』・

『
拝
恩
志
喜
』
の
写
本
が
一
冊
の
合
冊
本
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。

　

つ
ま
り
、小
天
地
閣
本
に
収
録
さ
れ
た
十
二
種
の
資
料
の
う
ち
、

「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
を
除
く
十
一
種
は
明
治
三
五
年
の
時
点
で
、

そ
し
て
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
は
明
治
四
二
年
二
月
以
降
の
時
点

で
、
い
ず
れ
も
大
阪
市
史
編
纂
係
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
小
天
地
閣
本
が
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
の
資
料

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
と
い
う
の
も
、
小
天

地
閣
本
第
二
冊
の
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
識

語
に
、「
己
酉
仲
夏
借
幸
田
氏
謄
本
而
寫
之　

蘆
隠
」（
己
酉
仲
夏
、

幸
田
氏
の
謄
本
を
借
り
て
之
を
寫
す　

蘆
隠
）
と
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　
「
己
酉
仲
夏
」
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
、「
幸
田
氏
」

は
大
阪
市
史
編
纂
係
の
幸
田
成
友
、「
蘆
隠
」
は
大
阪
人
文
会
会

員
の
太
田
源
之
助
（
蘆
隠
は
そ
の
号
）
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
。
前
章

で
述
べ
た
通
り
、
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
蘭
洲

研
究
に
用
い
た
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
は
太
田
蘆
隠
が
手
写
し
た

も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
従
っ
て
、
小
天
地
閣
本
の
四
冊
の

内
、
少
な
く
と
も
第
二
冊
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月

に
太
田
源
之
助
が
大
阪
市
史
編
纂
係
の
所
蔵
す
る
『
懐
徳
堂
記
録

拾
遺
』
の
写
本
を
借
用
し
て
書
写
し
た
も
の
、
も
し
く
は
そ
う
し
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て
太
田
が
作
成
し
た
写
本
を
、
太
田
の
識
語
を
含
め
て
重
ね
て
書

写
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。

　

小
天
地
閣
本
第
二
冊
が
明
ら
か
に
太
田
が
幸
田
の
勤
め
る
大
阪

市
史
編
纂
係
所
蔵
の
資
料
を
書
写
し
た
も
の
に
基
づ
く
写
本
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
前
述
の
通
り
小
天
地
閣
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る

十
二
種
の
資
料
が
す
べ
て
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
の
資
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
小
天
地
閣
本
は
、
第
二
冊
だ
け
で
は
な
く
四

冊
す
べ
て
が
、
大
阪
市
史
編
纂
係
所
蔵
の
資
料
を
太
田
が
書
写
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
そ
の
太
田
が
作
成
し
た
も
の
の

写
本
で
あ
り
、『
懐
徳
堂
考
』
で
天
囚
が
言
う
と
こ
ろ
の
『
懐
徳

堂
記
録
』
四
冊
に
該
当
す
る
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

但
し
、
小
天
地
閣
本
小
天
地
閣
本
に
お
い
て
は
、
書
写
の
経
緯

を
示
す
識
語
の
類
が
第
二
冊
の
み
に
認
め
ら
れ
、
同
第
一
冊
・
第

三
冊
・
第
四
冊
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
第
一
冊
・
第

三
冊
・
第
四
冊
が
何
に
基
づ
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
定

か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
書
写
の
経
緯
を
示
す
識
語
の
類
が
、
四

冊
の
中
の
第
二
冊
の
み
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
現
象
は
、
四
冊
が

同
時
に
装
丁
・
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
甚
だ
不
自
然
に
見
受
け
ら
れ
る
。
加
え
て
、
明
治
三
五
年
に

木
菟
麻
呂
が
提
供
し
た
十
種
の
資
料
が
小
天
地
閣
本
に
お
い
て
第

一
冊
・
第
三
冊
・
第
四
冊
に
収
録
さ
れ
、
明
治
四
二
年
に
木
菟
麻

呂
の
提
供
し
た
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
が
そ
れ
ら
に
挟
ま
る
形
で

第
二
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
象
も
、
不
自
然
に
感
じ
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
不
自
然
さ
は
、
小
天
地
閣
本
各
冊
を
、
そ
の
題
簽
下

部
の
枠
外
に
記
さ
れ
た
漢
数
字
に
よ
っ
て
、
便
宜
的
に
各
冊
を
第

一
冊
・
第
二
冊
・
第
三
冊
・
第
四
冊
と
し
た
配
列
が
、
そ
も
そ
も

そ
の
本
来
の
配
列
で
は
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
小
天
地
閣
本
各
冊
の
題
簽
下
部
の
枠
外
に
記
さ
れ
た

漢
数
字
は
、
そ
の
位
置
や
大
き
さ
か
ら
判
断
し
て
、
題
簽
が
作
成

さ
れ
た
時
点
に
は
存
在
せ
ず
、
後
に
何
者
か
に
よ
っ
て
書
き
加
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
木
菟
麻
呂
の
言

う
「
懐
徳
堂
記
録
」
十
種
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
小
天
地

閣
本
の
第
一
冊
・
第
三
冊
・
第
四
冊
の
三
冊
と
、
大
阪
市
史
編
纂

係
旧
蔵
本
の
三
冊
と
の
関
係
で
あ
る
。両
者
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、

小
天
地
閣
本
第
一
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
懐
徳
堂
定
約
」
が
大

阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
点
を
除
く
と
、
三

冊
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
と
そ
の
配
列
と
が
、
い
ず

れ
も
同
一
な
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
両
者
の
三
冊
の
中
の
一
冊
に
は
「
学
校
公
務
記
録
」

の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
の
一
冊
に
は
、「
懐
徳
堂
内

事
記
」
と
「
懐
徳
堂
外
事
記
」
と
が
、
内
事
記
・
外
事
記
の
順
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
残
る
も
う
一
冊
に
は
、
小
天
地
閣
本
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に
は
「
懐
徳
堂
定
約
」
が
収
録
さ
れ
、
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本

に
は
「
懐
徳
堂
定
約
」
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、「
学
問
所
建
立
記
録
」・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」・「
懐
徳

堂
義
金
簿
」・「
御
同
志
中
相
談
覚
」・「
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同

志
中
へ
懸
合
候
覚
」・「
逸
史
献
上
記
録
」・「
義
金
助
成
金
簿
」
の

七
つ
の
資
料
が
、
同
じ
配
列
で
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
現
象
は
、
小
天
地
閣
本
は
第
二
冊
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

第
一
冊
・
第
三
冊
・
第
四
冊
も
、
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
か
ら

作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
り
、
そ
し
て
小
天
地
閣
本
の
第
一
冊
・
第

三
冊
・
第
四
冊
の
三
冊
が
本
来
ま
と
ま
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
を

強
く
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
小
天
地
閣
本
の
第
一
冊
・
第

三
冊
・
第
四
冊
の
三
冊
は
、
そ
の
本
来
の
配
列
に
お
い
て
連
続
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

残
る
第
二
冊
に
つ
い
て
は
、小
天
地
閣
本
の
第
一
冊
・
第
三
冊
・

第
四
冊
の
三
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
が
い
ず
れ
も
明
治
三
五

年
の
時
点
で
大
阪
市
史
編
纂
係
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
た
第

二
冊
の
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
が
明
治
四
二
年
二
月
の
時
点
で
大

阪
市
史
編
纂
係
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
天
地

閣
本
の
四
冊
の
本
来
の
配
列
に
お
い
て
は
、
第
一
冊
・
第
三
冊
・

第
四
冊
の
三
冊
が
前
に
位
置
し
、
明
治
四
二
年
に
収
蔵
さ
れ
た
資

料
を
書
写
し
た
第
二
冊
が
そ
の
後
に
続
く
形
で
あ
っ
た
と
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
冊
が
四
冊
全
体
の
末
尾
に
位
置
し
た
こ
と
は
、
第
二
冊
の

巻
末
の
み
に
書
写
の
経
緯
に
関
す
る
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
首
肯
で
き
、
こ
の
第
二
冊
の
識
語
は
、
第
二
冊
に
つ
い
て

だ
け
で
は
な
く
、
四
冊
の
書
写
全
体
に
関
す
る
記
述
で
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
す
れ
ば
、
小
天
地
閣
本
の
四
冊
は
す
べ
て
、
太
田
蘆
隠
が
大

阪
市
史
編
纂
所
の
所
蔵
す
る
資
料
を
元
に
書
写
し
て
作
成
し
た
も

の
を
、
天
囚
が
借
用
し
て
作
成
し
た
写
本
で
あ
る
と
考
え
れ
る
。

従
っ
て
、
小
天
地
閣
本
四
冊
は
、
天
囚
が
蘭
洲
研
究
に
用
い
た
と

こ
ろ
の
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
い
う
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
に

該
当
す
る
も
の
と
理
解
し
て
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
天
地
閣
本
四
冊
の
成
立
の
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通

り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
四
二
年
五
月
、
太
田
蘆
隠
は
、
大
阪
市
史
編
纂
係
の
収
蔵

す
る
と
こ
ろ
の
、
木
菟
麻
呂
が
明
治
三
五
年
に
提
供
し
た
十
種
の

資
料
、
つ
ま
り
木
菟
麻
呂
の
言
う
「
懐
徳
堂
記
録
」
を
収
録
し
た

三
冊
の
写
本
を
書
写
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
太
田
は
、「
懐
徳

堂
定
約
附
記
」
が
、
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
も
の
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
「
懐
徳
堂
定
約
」
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
。
太
田
は
、
大
阪
市
史
編
纂
係
に
は
森
本
専
助

が
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
記
』
の
写
本
が
既
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
「
懐
徳
堂
定
約
」
が
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
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の
「
懐
徳
堂
定
約
」
を
「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
の
前
に
挿
入
し
て

書
写
し
た
。
こ
う
し
て
十
一
種
の
資
料
を
収
録
す
る
、
小
天
地
閣

本
第
一
冊
・
第
三
冊
・
第
四
冊
の
原
本
と
な
っ
た
三
冊
の
写
本
が

作
成
さ
れ
た
。

　

太
田
は
ま
た
、
や
は
り
大
阪
市
史
編
纂
係
の
収
蔵
す
る
と
こ
ろ

の
、
木
菟
麻
呂
が
明
治
四
二
年
に
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』

一
冊
を
書
写
し
た
。こ
れ
が
、小
天
地
閣
本
第
二
冊
の
原
本
と
な
っ

た
一
冊
の
写
本
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
太
田
は
、
大
阪
市
史
編
纂
係
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関

係
資
料
を
い
わ
ば
編
集
し
て
、
十
二
種
の
資
料
を
収
録
す
る
四
冊

の
写
本
（
以
下
、
太
田
本
）
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
太
田
は
、
四

冊
の
末
尾
に
位
置
す
る
一
冊
の
巻
末
に
、
書
写
の
経
緯
に
つ
い
て

簡
潔
な
識
語
を
記
し
た
。
天
囚
は
、
こ
の
太
田
本
を
借
用
し
、
巻

末
の
太
田
の
識
語
も
含
め
て
書
写
し
た
写
本
を
作
成
し
た
。
こ
れ

が
小
天
地
閣
本
で
あ
る
。

　

小
天
地
閣
本
成
立
の
経
緯
に
お
い
て
甚
だ
興
味
深
い
点
は
、
太

田
が
太
田
本
の
作
成
に
当
た
っ
て
、
大
阪
市
史
編
纂
係
の
所
蔵
す

る
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
す
べ
て
書
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
太
田
は
木
菟
麻
呂
が
明
治
三
五
年
に
提

供
し
た
十
種
の
資
料
と
森
本
専
助
の
提
供
し
た
「
懐
徳
堂
定
約
」

と
を
太
田
本
に
す
べ
て
収
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
木
菟
麻
呂
が
明

治
四
二
年
に
提
供
し
た
資
料
は
、『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
の
み
を

収
録
し
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
『
拝
恩
志
喜
』
と
を
収
録
し
て
い

な
い
。
こ
の
た
め
天
囚
は
、
明
治
四
二
年
に
蘭
洲
研
究
に
取
り
組

ん
だ
時
点
で
、『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
『
拝
恩
志
喜
』
と
の
写
本
が

大
阪
市
史
編
纂
係
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
も
そ
も
両
資

料
の
存
在
自
体
も
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
の
『
懐
徳
堂
纂
録
』・『
懐
徳
堂
記
録
拾

遺
』・『
拝
恩
志
喜
』
の
写
本
は
、
一
冊
の
合
冊
本
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
合
冊
は
、
大
阪
市
史
編
纂
係
が
原
本
か
ら
写
本
を
作
成
す
る

時
点
で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
従
っ
て
太
田
が

『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
『
拝
恩
志
喜
』
と
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
太
田
が
そ
れ
ら
を
太
田

本
に
収
録
し
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
資
料
が
共
に

漢
文
で
記
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
太
田
は
漢
文

の
資
料
を
意
図
的
に
排
除
し
た
と
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
本
章
で
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
の
小

天
地
閣
叢
書
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
は
、
天

囚
が
五
井
蘭
洲
研
究
に
利
用
し
た
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
で
あ
り
、

明
治
四
二
年
五
月
に
大
阪
人
文
会
会
員
の
太
田
源
之
助
が
大
阪
市

史
編
纂
係
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
編
集
し
て
作
成
し

た
太
田
本
を
、
重
ね
て
書
写
し
た
複
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述

べ
た
。

　

天
囚
が
太
田
か
ら
太
田
本
を
借
用
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
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が
、
天
囚
は
明
治
四
三
年
一
月
に
行
っ
た
大
阪
人
文
会
第
二
次
例

会
で
の
講
演
、
及
び
そ
の
後
連
続
し
て
行
っ
た
大
阪
朝
日
新
聞
の

連
載
や
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
執
筆
に
際
し
て
、『
懐
徳
堂
記
録

拾
遺
』
を
明
ら
か
に
利
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
天
囚
が
人
文
会
第
二
次
例
会
の
講
演
や

『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
蘭
洲
の
兄
・
純
實
に
関
し
て
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
す
る
こ
と
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
天
囚

は
人
文
会
の
講
演
に
お
い
て
「
此
の
太
田
君
の
写
さ
れ
ま
し
た
蘭

洲
の
家
譜
に
拠
り
ま
す
と
、
始
め
は
鷹
司
家
に
仕
官
を
し
、
後
江

戸
の
与
力
に
な
り
ま
し
て
二
百
五
十
石
を
頂
戴
し
た
、
権ご
ん

蔵ざ
う

号
を

桐と
う

陰い
ん

と
称
し
、
遂
に
武
人
で
身
を
立
て
ま
し
た
、
其
の
次
が
即
ち

蘭
洲
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
『
懐
徳
堂
考
』
に

お
い
て
「
二
男
純
實
、
桐
陰
と
號
せ
り
、
家
譜
に
初
は
通
稱
内
記
、

鷹
司
家
に
仕
へ
、
後
ち
權
藏
と
改
め
、
御
先
手
組
鐵
砲
與
力
、
知

行
二
百
五
十
石
、
寶
曆
十
一
年
辛
巳
九
月
卒
、
六
十
九
と
あ
り
、

次
は
女
子
、
水
谷
氏
に
適
く
、
季
は
卽
ち
蘭
洲
」（「
履
軒
臨
終
と

妻
子
」）
と
述
べ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
「
蘭
洲
の
家
譜
」・

「
家
譜
」と
は
、人
文
会
の
講
演
に
お
い
て
天
囚
が「
蘭
洲
の
家
譜
」

を
「
太
田
君
の
写
さ
れ
ま
し
た
蘭
洲
の
家
譜
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
「
蘭
洲
五
井
先
生
家
譜
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。

　

こ
の
た
め
、
天
囚
が
太
田
本
を
借
用
し
た
時
期
は
、
天
囚
が
人

文
会
で
講
演
を
行
っ
た
明
治
四
三
年
一
月
よ
り
も
或
る
程
度
遡
る

と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
大
阪
人
文
会
の
発
起
人
会
の
開
催

は
明
治
四
二
年
八
月
十
九
日
、
会
則
や
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
協

議
し
た
相
談
会
の
開
催
は
同
年
九
月
四
日
、
人
文
会
の
第
一
次
例

会
の
開
催
は
同
年
一
一
月
一
四
日
で
あ
る（
（（
（

。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

天
囚
が
太
田
本
を
借
用
し
た
時
期
は
、
明
治
四
二
年
の
秋
頃
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵�

　
　
『
懐
徳
堂
記
録
』

　

西
村
天
囚
が
蘭
洲
研
究
に
用
い
た
『
懐
徳
堂
記
録
』
と
木
菟
麻

呂
が
大
阪
市
史
編
纂
係
に
提
供
し
た
懐
徳
堂
関
係
資
料
と
の
関
係

を
調
査
す
る
中
で
、
筆
者
は
実
は
も
う
一
つ
の
『
懐
徳
堂
記
録
』

が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
本
章
で
は
、
こ
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
『
懐
徳
堂

記
録
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

先
述
の
通
り
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
木
菟
麻
呂
は
懐

徳
堂
関
係
資
料
を
大
阪
市
史
編
纂
係
の
幸
田
成
友
に
提
供
し
た
。

こ
の
資
料
提
供
は
、
大
阪
市
史
編
纂
の
材
料
を
収
集
せ
ん
と
し
た

幸
田
が
木
菟
麻
呂
を
直
接
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
木
菟
麻
呂
の
日
記
で
あ
る
『
秋
霧
記
』
に
は
、
明
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治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
〇
月
一
六
日
付
の
記
述
の
中
で
、
こ

の
幸
田
の
来
訪
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
学
士
成
友
ハ
大
阪
市
史
編
纂
長
ノ
由
ニ
テ
、
頃
者
材
料
蒐

輯
ノ
為
ニ
上
京
セ
ラ
レ
阪
地
ニ
在
リ
テ
岡
本
和
氏
ヨ
リ
仄
ニ

余
ノ
事
ヲ
聞
カ
レ
、
亦
其
兄
ナ
ル
露
伴
氏
ヨ
リ
余
ノ
此
地
ニ

在
ル
コ
ト
ヲ
聞
キ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
、
本
日
午
前
露
館
ニ
来
訪
セ

ラ
レ
タ
レ
ド
モ
、
業
務
中
ニ
在
リ
テ
面
ス
ル
ヲ
得
ズ
、
午
后

ヲ
以
テ
自
宅
ニ
来
ラ
ン
コ
ト
ヲ
求
メ
シ
ニ
ヨ
リ
、午
后
ヲ
以
）

テ
来
ラ
レ
タ
リ
。
其
来
意
ハ
大
阪
史
編
輯
ニ
付
懐
徳
堂
并
ニ

諸
先
哲
ノ
コ
ト
ヲ
聞
キ
、
其
遺
書
ヲ
見
テ
史
料
ヲ
得
ン
ト
欲

ス
ル
ニ
在
リ
。
故
ニ
略
告
グ
ル
所
ア
リ
、
且
別
ニ
日
ヲ
択
ビ

テ
履
軒
先
生
ノ
肖
像
并
ニ
他
ノ
書
類
ヲ
見
ン
コ
ト
ヲ
望
マ

レ
、
数
日
后
再
ビ
来
訪
セ
ン
コ
ト
ヲ
約
シ
テ
帰
ラ
レ
タ
リ
。

　

懐
徳
堂
の
学
主
の
子
孫
で
あ
る
木
菟
麻
呂
に
関
し
て
、
か
つ
て

懐
徳
堂
で
学
ん
だ
岡
本
和
（
撫
山
）
と
実
兄
で
あ
る
幸
田
露
伴
と

か
ら
情
報
を
得
て
い
た
幸
田
は
、
大
阪
市
史
編
纂
の
た
め
の
資
料

を
得
る
べ
く
、
上
京
し
た
際
に
木
菟
麻
呂
の
自
宅
を
訪
ね
、「
懐

徳
堂
并
ニ
諸
先
哲
ノ
コ
ト
ヲ
聞
キ
、
其
遺
書
ヲ
見
」
た
い
と
申
し

出
た
。
木
菟
麻
呂
は
承
諾
し
、
数
日
後
に
幸
田
は
改
め
て
木
菟
麻

呂
を
尋
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

幸
田
が
木
菟
麻
呂
所
蔵
の
資
料
を
実
見
し
た
の
は
、
五
日
後
の

同
年
一
〇
月
二
一
日
で
あ
る
。

雑
事　

前
約
ニ
依
リ
懐
徳
堂
記
録
及
ビ
履
軒
先
生
肖
像
等
ヲ

示
ス
。氏
ハ
之
ヲ
借
用
シ
テ
謄
写
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
マ
レ
シ
モ
、

帰
阪
ノ
期
ニ
迫
レ
ル
ヲ
以
テ
大
学
国
史
編
纂
部
ノ
友
人
ニ
依

頼
書
ヲ
托
シ
其
書
ヲ
持
チ
来
リ
シ
者
ニ
借
用
セ
シ
（
マ
マ
）ラ

レ
ン
コ

ト
ヲ
請
ハ
レ
タ
レ
バ
、
借
用
証
書
ヲ
納
メ
ン
コ
ト
ヲ
告
ゲ
シ

ニ
、
然
ラ
バ
大
阪
市
役
所
ノ
証
書
ヲ
納
ム
ベ
シ
ト
約
セ
リ
。

（
明
治
三
五
年
一
〇
月
二
一
日
付
）

　

木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
「
懐
徳
堂
記
録
及
ビ
履
軒
先
生
肖
像
等
ヲ

示
」
し
た
と
こ
ろ
、
幸
田
は
そ
れ
ら
を
大
阪
市
史
編
纂
の
た
め
借

用
し
て
謄
写
す
る
必
要
が
あ
る
資
料
と
判
断
し
た
が
、
帰
阪
の
予

定
が
差
し
迫
っ
て
い
た
た
め
、
自
ら
借
用
・
謄
写
に
当
た
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
幸
田
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
「
国
史

編
纂
部
ノ
友
人
ニ
依
頼
書
ヲ
托
」
す
の
で
、
そ
の
依
頼
書
を
持
参

し
た
人
物
に
対
し
て
借
用
を
認
め
て
ほ
し
い
と
木
菟
麻
呂
に
依
頼

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
木
菟
麻
呂
が
借
用
証
書
の
交
付
を
求
め
た

の
で
、
幸
田
は
「
大
阪
市
役
所
ノ
証
書
」
を
交
付
す
る
と
約
束
し

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
資
料
の
提
供
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
は
、
約
二
ヶ
月
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後
の
同
年
一
二
月
一
六
日
で
あ
る
。
同
日
付
の
『
秋
霧
記
』
に
は
、

新
見
吉
治
が
訪
問
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
更
に
そ
の
頭
注
の
形
で

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

供
与　

十
六
日
／
一　

学
問
所
建
立
記
録
／
一　

懐
徳
堂
定

約
附
記
／
一　

履
軒
先
生
肖
像　

二
枚
／
一　

懐
徳
堂
内
事

記
／
一　

同
外
事
記
／
一　

学
校
公
務
記
録
／
一　

懐
徳
堂

義
金
簿
／
一　

三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中
ヘ
懸
候
合
覚

／
一　

逸
史
献
上
記
録
／
一　

義
金
助
成
金
簿
／
一　

御
同

志
中
相
談
覚
／
右　

箱
入　

大
阪
史
編
纂
局
ノ
請
求
ニ
ヨ
リ

新
見
氏
ニ
供
与
ス

　

木
菟
麻
呂
は
新
見
吉
治
の
訪
問
を
受
け
、
幸
田
の
い
う
「
大
阪

市
役
所
ノ
証
書
」
を
受
け
取
っ
た
後
に
、
新
見
に
「
学
問
所
建
立

記
録
」・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」・「
懐
徳
堂
内
事
記
」・「
懐
徳
堂
外

事
記
」・「
学
校
公
務
記
録
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
三
宅
幸
蔵
変

宅
ニ
付
御
同
志
中
へ
懸
合
候
覚
」・「
逸
史
献
上
記
録
」・「
義
金
助

成
金
簿
」・「
御
同
志
中
相
談
覚
」
の
十
種
の
資
料
と
「
履
軒
先
生

肖
像
」
と
を
提
供
し
た
。「
新
見
吉
治
」・「
新
見
氏
」
と
は
、
先

に
幸
田
が
「
大
学
国
史
編
纂
部
ノ
友
人
」
と
言
っ
た
人
物
の
こ
と

で
あ
り
、
明
治
三
五
年
四
月
か
ら
一
年
間
大
阪
市
史
在
東
京
編
纂

嘱
託
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る（
（（
（

。
新
見
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

史
学
科
卒
業
で
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
委
員
嘱
託
を
勤
め
て

い
た
。

　

翌
明
治
三
六
年
三
月
一
〇
日
、
新
見
は
借
用
し
た
資
料
を
木
菟

麻
呂
に
返
却
し
た
。

雑
事　

旧
冬
大
阪
市
史
編
纂
局
ノ
請
ニ
依
リ
テ
懐
徳
堂
記
録

数
巻
ヲ
帝
国
大
学
国
史
編
纂
係
親
（
マ
マ
）見
吉
治
氏
ニ
借
与
セ
シ

ガ
、
右
ハ
二
月
尽
日
迄
ノ
期
限
ナ
リ
シ
ヲ
未
ダ
結
了
セ
ザ
ル

ヲ
以
テ
頃
者
数
日
ノ
猶
予
ヲ
乞
ハ
レ
タ
リ
シ
ガ
今
余
リ
謄
写

ヲ
終
ヘ
タ
レ
バ
本
日
午
后
親
見
氏
携
ヘ
来
リ
テ
返
納
セ
ラ
レ

タ
リ
。
右
書
類
ト
共
ニ
履
軒
先
生
ノ
画
像
ノ
粉
本
ヲ
モ
借
与

セ
シ
ガ
之
ハ
大
阪
市
史
編
纂
局
ノ
委
托
ニ
因
リ
小
川
一
眞
ニ

命
ジ
テ
撮
影
セ
ラ
レ
シ
ヲ
大
学
ニ
於
テ
二
葉
ノ
焼
増
ヲ
為
シ

其
一
ヲ
大
学
ヨ
リ
余
ニ
寄
進
セ
ラ
レ
タ
リ
。（
明
治
三
六
年

三
月
一
〇
日
付
）

　

木
菟
麻
呂
が
提
供
し
た
「
懐
徳
堂
記
録
数
巻
」、
す
な
わ
ち
十

種
の
資
料
は
、
当
初
明
治
三
六
年
二
月
末
ま
で
に
返
却
さ
れ
る
約

束
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
新
見
か
ら
、
書
写
が
終
わ
ら
な
い
た
め
期

限
を
数
日
延
期
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
結
局
三
月
一
〇

日
に
返
却
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
秋
霧
記
』
に
は
記
述
が
な
い
が
、

こ
う
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
掛
に
お
い
て
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
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た
資
料
の
写
本
が
作
成
さ
れ
、
大
阪
市
史
編
纂
係
に
送
付
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
点
は
、
右
に
引
用
し
た
明
治
三
六
年
三
月
一
〇
日

付
『
秋
霧
記
』
の
記
述
の
中
に
、「
大
阪
市
史
編
纂
局
ノ
委
托
ニ

因
リ
」
撮
影
を
行
っ
た
「
履
軒
先
生
肖
像
」
に
関
し
て
、
東
京
帝

国
大
学
が
「
二
葉
ノ
焼
増
」
を
作
り
、
そ
の
一
葉
を
木
菟
麻
呂
に

寄
贈
し
た
と
あ
る
点
で
あ
る
。
撮
影
し
て
作
成
さ
れ
た
写
真
の
原

板
が
大
阪
市
史
編
纂
係
に
送
付
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
東
京
帝
国
大
学
が
そ
こ
か
ら
「
二
葉
ノ
焼
増
」
を
作
成
し
、

そ
の
中
の
一
葉
を
木
菟
麻
呂
に
寄
贈
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
残
る

も
う
一
葉
の
焼
き
増
し
は
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
が
所
蔵

し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、
東
京
帝
国
大
学

の
史
料
編
纂
掛
は
、
木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
懐
徳
堂
関
係
の
十
種

の
資
料
に
つ
い
て
も
、
大
阪
市
史
編
纂
係
に
送
付
し
た
も
の
と
は

別
に
、
自
ら
が
所
蔵
す
る
た
め
の
複
本
も
作
成
し
、
そ
れ
を
収
蔵

し
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

東
京
大
学
に
そ
う
し
た
資
料
が
現
存
す
る
か
ど
う
か
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
『
懐
徳
堂
記
録
』
三

冊
な
る
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
木
菟
麻
呂
の
言
う

「
懐
徳
堂
記
録
」
の
十
種
の
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
同

史
料
編
纂
所
に
は
、「
中
井
積
徳
肖
像
［
中
井
積
徳
画
像
］」
な
る

写
真
一
枚
も
収
蔵
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
す
る『
懐
徳
堂
記
録
』三
冊（
以

下
、
東
京
大
学
本
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
題
簽
に
外
題
と
し
て
「
懐
徳

堂
記
録
一
」・「
懐
徳
堂
記
録
二
」・「
懐
徳
堂
記
録
三
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
各
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
冊
が
「
懐
徳
堂

内
事
記
」・「
懐
徳
堂
外
事
記
」・「
逸
史
献
上
記
録
」、
第
二
冊
が

「
学
校
公
務
記
録
」・「
学
問
所
建
立
記
録
」、
第
三
冊
が
「
懐
徳
堂

定
約
附
記
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
義
金
助
成
金
簿
」・「
御
同
志

中
相
談
覚
」・「
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中
へ
懸
合
候
覚
」
で

あ
り
、
各
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
冊
の

表
紙
右
上
に
打
ち
付
け
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。各
冊
の
印
記
は
、

第
一
冊
に
は
「
東
京
大
学
図
書
」・「
史
料
編
纂
所
図
書
之
印
」・

「31276

」・「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」「
東
京
帝
国
大
学
附
属
図

書
館
明
治
卅
六
年
三
月
卅
一
日 95253

」、
第
二
冊
・
第
三
冊
に

は
「
東
京
大
学
図
書
」・「
史
料
編
纂
所
図
書
之
印
」・「31276

」・

「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
と
あ
る
。
ま
た
、
各
冊
に
収
録
さ
れ

て
い
る
資
料
の
末
尾
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
写
の
経
緯
を
記
し
た

識
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
識
語
は
す
べ
て
「
中
井
木
菟
麿
蔵

本
／
明
治
三
六
年
三
月
謄
寫
」
と
あ
る
。

　

現
在
大
阪
市
史
編
纂
所
と
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
と
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
と
東
京
大
学
本
と
は
、
い
ず

れ
も
木
菟
麻
呂
の
言
う
「
懐
徳
堂
記
録
」
の
十
種
の
資
料
を
収
録

し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
は
外
形
寸
法
が
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縦
25
・
５
㎝
、
横
17
・
８
㎝
、
東
京
大
学
本
三
冊
が
縦
26
・
９
㎝
、

横
19
・
５
㎝
と
、外
見
寸
法
上
に
は
若
干
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、毎
半
葉
の
行
数
や
各
行
の
字
数
、改
行
箇
所
な
ど
は
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
筆
跡
も
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

巻
末
の
識
語
に
あ
る
書
写
の
時
期
か
ら
見
て
も
、
こ
の
東
京
大
学

本
三
冊
が
、
大
阪
市
史
編
纂
の
た
め
に
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
提
供

し
た
「
懐
徳
堂
記
録
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
新
見
は
木
菟
麻
呂
か
ら
借
用
し
た
「
懐
徳
堂
記
録
」

の
十
種
の
資
料
に
つ
い
て
写
本
を
二
部
作
成
し
、
一
部
を
大
阪
市

史
編
纂
係
に
送
付
し
、
一
部
を
東
京
帝
国
大
学
の
所
蔵
と
し
た
こ

と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
東
京
大
学
本
と
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
と
は
、
十
種

の
資
料
を
収
録
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
東
京
大
学
本
は
第

一
冊
に
「
懐
徳
堂
内
事
記
」・「
懐
徳
堂
外
事
記
」・「
逸
史
献
上
記

録
」
の
三
資
料
が
、
第
二
冊
に
は
「
学
校
公
務
記
録
」・「
学
問
所

建
立
記
録
」
の
二
資
料
が
、
そ
し
て
第
三
冊
に
は
残
り
の
五
資
料

が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
は
、

「
懐
徳
堂
内
事
記
」・「
懐
徳
堂
外
事
記
」
の
二
資
料
が
一
冊
に
収

録
さ
れ
、
ま
た
「
学
校
公
務
記
録
」
は
単
独
で
一
冊
に
収
録
さ
れ

て
お
り
、
他
の
七
資
料
が
残
り
の
一
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
お
い
て
写
本
が
作
成
さ
れ
た
際
は
、
懐

徳
堂
文
庫
所
蔵
の
原
本
と
同
様
に
、
十
種
の
資
料
の
写
本
は
個
々

に
分
か
れ
て
お
り
、
合
冊
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と

推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
冊
は
後
に
東
京
帝
国
大
学
と
大
阪

市
史
編
纂
係
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
た
た
め
、
両
者
の
間
に
三
冊

の
収
録
の
仕
方
に
相
違
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

大
変
興
味
深
い
の
は
、
東
京
大
学
本
三
冊
は
外
題
が
「
懐
徳
堂

記
録
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
東
京
大
学
本
の
外
題
が
「
懐

徳
堂
記
録
」
と
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
幸
田
の
代
理
と
し
て

木
菟
麻
呂
の
提
供
し
た
十
種
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
借
用
し
た
新

見
が
、
木
菟
麻
呂
が
そ
れ
ら
を
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
呼
ん
で
い
た

こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
後
に
三
冊
に
合
冊
さ
れ
た
際
、

外
題
を
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る（
（（
（

。

　

一
方
、
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
の
三
冊
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
と
も
現
存
す
る
三
冊
を
見
る
限
り
、
そ
れ
ら
が
「
懐
徳
堂
記
録
」

と
ま
と
め
て
称
さ
れ
て
い
た
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
前

述
の
通
り
、
小
天
地
閣
本
の
四
冊
も
、
各
冊
の
題
簽
に
は
ど
こ
に

も
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
四
冊
の
内
題

に
も
「
懐
徳
堂
記
録
」
の
語
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
通
り
、

小
天
地
閣
本
の
四
冊
に
も
そ
れ
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
は
、
第
一
冊
の
表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
小
紙
片
に

記
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
記
録
」
の
語
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

注
目
さ
れ
る
点
は
、
こ
の
第
一
冊
表
紙
上
の
「
懐
徳
堂
記
録
」

と
記
さ
れ
た
小
紙
片
は
、
そ
も
そ
も
丁
寧
に
切
り
出
さ
れ
た
も
の
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で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
お
そ
ら
く
題
簽
と
同
時
に
貼
付

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
私
見
で
は
、

こ
の
小
紙
片
は
、
小
天
地
閣
本
の
題
簽
下
部
の
枠
外
に
記
さ
れ
た

漢
数
字
と
同
じ
く
、
小
天
地
閣
本
が
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の

所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
後
に
貼
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
関
係
者
が
小
天
地
閣
叢
書

の
資
料
を
整
理
し
た
際
、そ
の
整
理
者
が
小
天
地
閣
本
四
冊
を『
懐

徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
天
囚
が
「
懐
徳
堂
記
録
四
冊
」
と
述
べ

た
資
料
に
該
当
す
る
も
の
と
判
断
し
、
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
に

貼
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
小
紙
片
の
貼
付
は
、
題
簽
に
漢
数
字
を
記
入
す
る

こ
と
よ
り
も
先
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
漢
数
字
を
記

入
し
た
人
物
は
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
記
述
や
小
天
地
閣
本
の

成
立
の
事
情
に
関
す
る
知
識
を
持
た
ず
、「
懐
徳
堂
記
録
」
と
書

き
記
さ
れ
た
小
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
一
冊
を
基
準
と
し
て
第

一
冊
と
し
、
そ
し
て
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」
と
題
簽
に
記
さ
れ
た

一
冊
を
そ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
第
二
冊
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
東
京
大
学
本
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
の
外
題
を
有

す
る
こ
と
、
そ
し
て
天
囚
が
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
の
中
で
小
天
地

閣
本
を
指
し
て
「
懐
徳
堂
記
録
四
冊
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
大
阪
市
史
編
纂
係
に
お
い
て
も
、
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵

本
の
三
冊
、
或
い
は
そ
れ
に
木
菟
麻
呂
が
明
治
四
二
年
に
提
供
し

た
三
種
の
資
料
を
収
録
し
た
一
冊
を
含
め
て
、
そ
れ
ら
を
「
懐
徳

堂
記
録
」
と
称
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
完
全
に
排

除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た

と
し
た
場
合
、
何
故
大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
本
の
外
題
や
内
題
、

或
い
は
小
天
地
閣
本
の
内
題
や
外
題
に
「
懐
徳
堂
記
録
」
の
語
が

記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

四
、「
懐
徳
堂
記
録
」
の
変
遷

　

前
述
の
通
り
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
時
点
で
木
菟
麻

呂
は
、
幸
田
に
提
供
し
た
十
種
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
日
記
『
秋

霧
記
』
の
中
で
自
ら
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

木
菟
麻
呂
自
身
が
そ
の
後
も
常
に
こ
の
十
種
の
資
料
を
指
し
て

「
懐
徳
堂
記
録
」
と
称
し
た
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
明
治
四
三

年
一
月
に
幸
田
か
ら
印
刷
中
の
『
大
阪
市
史
』
に
「
懐
徳
堂
建
立

記
録
」・「
懐
徳
堂
定
約
」・「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
を
掲
載
す
る
に

当
た
っ
て
「
先
ニ
謄
写
シ
タ
ル
一
本
ア
レ
ド
モ
、
更
ニ
脱
誤
ナ
カ

ラ
シ
メ
ン
為
ニ
原
本
ヲ
借
用
シ
タ
シ
」（
明
治
四
三
年
一
月
三
十

日
付
『
秋
霧
記
』）
と
の
依
頼
を
受
け
た
。
そ
こ
で
木
菟
麻
呂
は

幸
田
に
再
度
「
懐
徳
堂
建
立
記
録
」
と
「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
と

を
改
め
て
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
の
だ
が
、
木
菟
麻
呂
は
『
秋
霧

記
』
に
「
幸
田
氏
ニ
供
与
中
懐
徳
堂
記
録
ノ
匣
ト
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ
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ヲ
モ
ト
メ
タ
」（
同
年
二
月
一
日
付
）
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り

木
菟
麻
呂
は
、「
懐
徳
堂
記
録
」
と
い
う
語
を
、
十
種
の
資
料
の

一
部
で
あ
る
「
懐
徳
堂
建
立
記
録
」
と
「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」
と

だ
け
を
指
す
場
合
に
も
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
こ
の
後
、
木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
呼
ぶ
資
料
の

内
訳
は
一
定
せ
ず
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
資
料
が
次
第
に
増
加
す

る
。
こ
の
こ
と
は
、
木
菟
麻
呂
に
と
っ
て
十
種
の
懐
徳
堂
関
係
資

料
は
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
資
料
で
あ
り
、「
懐
徳
堂
記
録
」

は
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ら
の
便
宜
的
の
呼
称
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
〇
月
一
日
か
ら
五

日
ま
で
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
に
合
わ
せ
て
記
念
展

覧
会
を
開
催
し
た
際
、
木
菟
麻
呂
は
中
井
家
所
蔵
の
資
料
を
多
数

提
供
し
た
。
こ
の
時
の
展
示
品
の
目
録
で
あ
る
『
懐
徳
堂
展
覧
会

目
録
』（
懐
徳
堂
記
念
会
展
覧
係
、
明
治
四
四
年
一
〇
月
一
〇
日
）

の
先
頭
に
は
、
中
井
家
の
提
供
し
た
展
示
物
を
記
し
た
「
懐
徳
堂

水
哉
館
遺
書
遺
物
出
陳
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭

に
は
「
懐
徳
堂
記
録
十
二
種
」
と
し
て
、「
学
問
所
建
立
記
録
」・

「
懐
徳
堂
定
約
附
記
」・「
懐
徳
堂
内
事
記
」・「
懐
徳
堂
外
事
記
」・

「
学
校
公
務
記
録
」・「
懐
徳
堂
義
金
簿
」・「
御
同
志
中
相
談
覚
」・

「
三
宅
幸
蔵
変
宅
ニ
付
御
同
志
中
へ
懸
合
候
覚
」・「
逸
史
献
上
記

録
」・「
義
金
助
成
金
簿
」・「
助
成
金
書
類
」・「
竹
山
先
生
遺
状
」

の
十
二
種
の
資
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
木
菟
麻
呂
の
言
う
「
懐

徳
堂
記
録
」
の
語
が
指
す
資
料
は
、「
助
成
金
書
類
」
と
「
竹
山

先
生
遺
状
」
と
を
加
え
た
十
二
種
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
木
菟
麻
呂
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
所
蔵
す
る
懐

徳
堂
関
係
資
料
を
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
寄
贈
し
、
寄
贈
し

た
資
料
に
つ
い
て「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」（
懐
徳
堂
堂
友
会『
懐

徳
』
第
一
一
号
、
昭
和
八
年
〔
一
九
三
三
〕）
に
お
い
て
、
自
ら

解
説
を
加
え
た
。
こ
の
「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」
の
冒
頭
に
は
、

「
懐
徳
堂
記
録
」
と
し
て
、『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
に
記
さ
れ
て

い
る
「
懐
徳
堂
記
録
十
二
種
」
に
加
え
て
、「
懐
徳
堂
書
院
掲
示
」

が
「
附
」、
す
な
わ
ち
附
随
す
る
資
料
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

木
菟
麻
呂
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
称
す
る
資
料
の
内
訳
は
、
次
第

に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

懐
徳
堂
に
関
連
す
る
記
録
の
類
を
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
称
す
る

こ
と
は
、
実
は
木
菟
麻
呂
だ
け
で
は
な
く
、
後
に
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
等
も
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
も
「
懐
徳
堂
記

録
」
の
内
訳
は
変
動
し
、
含
ま
れ
る
資
料
は
増
加
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
昭
和
八
年
（
一
九

三
三
）
に
続
い
て
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
も
木
菟
麻
呂
か

ら
懐
徳
堂
・
水
哉
館
関
係
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
こ
で
記
念

会
の
吉
田
鋭
雄
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
木
菟
麻
呂
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
資
料
と
伊
藤
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
水
哉
館
所
蔵
資
料
四
点
と
を
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合
わ
せ
て
整
理
し
解
説
を
加
え
て
、「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物

目
録
」（
懐
徳
堂
堂
友
会
『
懐
徳
』
第
一
七
号
、
昭
和
一
四
年
〔
一

九
三
九
〕）
を
著
し
た
。
こ
の
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」

中
の
「
懐
徳
堂
記
録
」
は
、『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
「
懐
徳

堂
記
録
十
二
種
」
に
、「
懐
徳
堂
書
院
掲
示
」・「
学
問
所
来
歴
」・

「
懐
徳
堂
文
書
」・「
嘆
願
書
案
」
が
加
わ
り
、
合
計
十
六
種
に
な
っ

て
い
る（
（（
（

。

　

ま
た
、『
懐
徳
堂
文
書
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
、
昭
和

五
一
年
〔
一
九
七
六
〕）
に
お
い
て
は
、「
懐
徳
堂
記
録
」
中
の
資

料
名
が
以
前
の
も
の
か
ら
一
部
変
更
さ
れ
た
上
に（
（（
（

、
新
た
に
「
深

田
氏
家
筋
書
状
」・「
中
井
修
治
証
書
」・「
懐
徳
堂
塾
中
定
規
條

目
」・「
寮
中
日
課
」
が
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
い
う
語
を
木
菟
麻
呂
や
財

団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
懐
徳
堂
に
関
連
す
る
記
録
の
類
の
い

わ
ば
総
称
と
し
て
、
便
宜
的
に
用
い
て
き
た
と
い
う
の
が
実
情
で

あ
り
、「
懐
徳
堂
記
録
」
に
含
ま
れ
る
資
料
が
次
第
に
増
加
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
進
展
す
る
中
で
、

懐
徳
堂
関
連
資
料
の
発
掘
や
整
理
が
次
第
に
進
展
し
た
こ
と
を
示

す
現
象
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
時
点
で
木
菟
麻
呂

が
、
幸
田
に
提
供
し
た
十
種
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
「
懐
徳
堂
記

録
」
と
呼
び
、
そ
し
て
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
西
村
天
囚

は
『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
、
十
二
種
の
懐
徳
堂
関
係
資
料

を
収
録
し
た
太
田
本
を
書
写
し
た
小
天
地
閣
本
を
「
懐
徳
堂
記
録

四
冊
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
ら
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
始
ま
る
前

の
、
ま
だ
懐
徳
堂
関
連
資
料
の
発
掘
や
整
理
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
い
状
況
を
い
わ
ば
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
の
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会

に
お
け
る
天
囚
の
講
演
以
後
、
大
阪
人
文
会
は
懐
徳
堂
顕
彰
運
動

の
首
唱
者
と
し
て
運
動
を
強
力
に
推
進
し
た
が
、
そ
も
そ
も
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
は
、
大
阪
人

文
会
会
員
で
あ
る
濱
和
助
・
太
田
源
之
助
・
木
崎
愛
吉
ら
に
よ
る

資
料
提
供
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動

の
始
動
段
階
に
お
け
る
大
阪
人
文
会
の
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に

大
き
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

ま
た
、
天
囚
が
利
用
し
た
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
で
あ
る
小
天

地
閣
本
の
原
本
は
、
幸
田
成
友
が
大
阪
市
史
編
纂
の
た
め
に
収
集

し
た
資
料
を
太
田
蘆
隠
が
編
集
し
書
写
し
た
太
田
本
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
が
始
動
す
る
前
に
幸
田
が
大
阪

の
歴
史
に
お
け
る
懐
徳
堂
の
重
要
性
を
認
識
し
、
関
連
す
る
資
料
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の
収
集
に
尽
力
し
た
こ
と
が
、
後
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
に
と
っ
て

重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
に
お
い
て
天
囚
は
、
人
文
会

会
員
の
資
料
収
集
に
関
す
る
協
力
に
対
し
て
謝
辞
を
惜
し
ま
な
い

が
、
幸
田
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、

明
治
四
二
年
前
後
の
時
点
で
、
大
阪
人
文
会
の
会
員
で
は
な
か
っ

た
幸
田
と
天
囚
と
の
接
触
は
、
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る（
（（
（

。

　

懐
徳
堂
顕
彰
運
動
と
大
阪
人
文
会
と
の
関
係
、
及
び
幸
田
成
友

と
の
関
係
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の

解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）	

拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
』（
大
阪
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
な
お
、
天
囚
の
講
演
の
題
目
に
つ

い
て
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
三
〇
日
付
大
阪
朝
日
新
聞
に

は「
懐
徳
堂
研
究
の
一
、五
井
蘭
洲
」、懐
徳
堂
記
念
会
の
所
蔵
す
る「
懐

徳
堂
記
念
会
記
録
」
に
は
「
懐
徳
堂
ノ
研
究
其
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿「
資
料
紹
介　

懐
徳
堂
記
念
会
所
蔵「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」」（『
国

語
教
育
論
叢
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
参
照
。
ま
た
、
後
述

す
る
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
に
お
け
る
天
囚
の
講
演
の
速
記
録
は
、

外
題
が
「
大
阪
人
文
会
講
演
五
井
蘭
洲　

西
村
天
囚
述
」、
扉
の
内
題

が
「
五
井
蘭
洲　

西
村
天
囚
君
述
」
で
あ
り
、
更
に
第
一
葉
冒
頭
に
「
五

井
蘭
洲
」
と
あ
る
。

（
２
）	『
懐
徳
堂
考
』
上
巻
巻
末
の
識
語
に
「
此
の
稿
を
草
す
る
に
當
り
て
、

濱
真
砂
、
太
田
蘆
隠
の
二
君
、
及
び
社
友
木
崎
好
尚
君
は
、
其
の
所
藏

の
資
料
を
提
示
」
し
た
と
あ
る
こ
と
も
、
天
囚
の
用
い
た
五
井
蘭
洲
関

係
資
料
が
濱
や
太
田
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考

え
ら
れ
る
。

（
３
）	

こ
の
資
料
は
、
井
上
了
「
懐
徳
堂
文
庫
等
所
蔵
新
収
資
料
・
器
物
等
目

録
」（
湯
浅
邦
弘
編
『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究　

共
同
報
告
書
』（
二
〇
〇

三
年
二
月
）所
収
）に
お
い
て「（
20
）重
建
懐
徳
堂
関
係
資
料（
書
籍
・

抜
き
刷
り
・
原
稿
・
筆
記
類
な
ど
）」
に
分
類
さ
れ
、「209,001,001

…

大
阪
人
文
会
講
演
筆
記
（
大
阪
人
文
会
講
演
筆
記
（
西
村
天
囚
述
「
五

井
蘭
洲
」・
木
崎
愛
吉
述
「
篠
崎
小
竹
」）（
明
治
44
年
、
吉
田
鋭
雄
筆
記
、

３
冊
）」
と
あ
る
。
な
お
筆
者
は
「
資
料
紹
介　

西
村
天
囚
述
「
五
井

蘭
洲
」（
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
講
演
速
記
録
）」（『
国
語
教
育
論
叢
』

第
一
八
号
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
に
お
い
て
こ
の
資
料
を
翻
刻
し
て
解

説
を
付
し
た
が
、『
懐
徳
』
第
三
七
号
（
一
九
六
六
年
）
に
お
い
て
「
講

演
餘
響
」
中
の
「
五
井
蘭
洲　

西
村
天
囚
述
」
と
し
て
同
資
料
は
既
に

翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
。
但
し
、『
懐
徳
』
所
収

の
翻
刻
に
は
、
句
読
点
等
の
表
記
に
一
部
変
更
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、

正
確
な
翻
刻
と
は
言
い
難
い
点
が
あ
る
。
こ
の
た
め
以
下
の
引
用
は
拙

稿
に
基
づ
く
。
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（
４
）	

天
囚
が
蘭
洲
研
究
に
用
い
た
『
鶏
肋
篇
』・『
蘭
洲
遺
稿
』・『
浪
華
名
家

碑
文
集
』
は
、
懐
徳
堂
文
庫
に
は
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
朝
日
新

聞
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
蘭
洲
遺
稿
』
二
冊
（
朝
日
二
三
五
・
四

―
二
三
）・『
鶏
肋
篇
』
四
冊
（
朝
日
二
三
五
・
四
―
二
二
）・『
浪
華
名

家
碑
文
集
』
三
冊
（
朝
日
三
五
四
・
八
―
五
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

（
５
）	

竹
腰
礼
子「
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
な
り
た
ち
と
蒐
集
の
経
緯
」（『
懐

徳
』
第
七
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。
竹
腰
氏
は
「
小
天
地
閣
叢
書
」

に
つ
い
て
、「
主
に
未
刊
行
の
和
書
稀
覯
本
を
選
ん
で
転
写
し
た
」
も

の
と
す
る
。

（
６
）	『
懐
徳
堂
考
』上
巻
に
お
い
て「
懐
徳
堂
記
録
」の
語
が
登
場
す
る
の
は
、

序
文
の
中
だ
け
で
あ
る
。
但
し
、「
五
同
志
附
富
永
仲
基
」
の
項
に
お

い
て
、
備
前
屋
吉
兵
衛
（
吉
田
盈
枝
）
に
関
す
る
記
述
に
「
其
の
歿
年

詳
な
ら
ず
、
子
孫
退
轉
せ
し
に
や
、
天
明
二
年
の
記
錄
に
は
備
前
屋
の

名
な
し
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
記
録
」
と
は
、
懐
徳
堂
二
代
目
学

主
の
三
宅
春
楼
が
天
明
二
年
に
没
し
た
後
、
学
主
に
就
任
し
た
中
井
竹

山
が
同
志
と
の
協
議
を
記
し
た
「
御
同
志
中
相
談
覚
」
を
指
す
と
見
ら

れ
、
天
囚
の
言
う
『
懐
徳
堂
記
録
』
四
冊
の
中
に
は
「
御
同
志
中
相
談

覚
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
推
測
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
後
述

す
る
よ
う
に
、
小
天
地
閣
本
に
は
確
か
に
「
御
同
志
中
相
談
覚
」
が
含

ま
れ
て
い
る
。

（
７
）	

小
天
地
閣
本
の
帙
に
も
「
懐
徳
堂
記
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

帙
は
近
年
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
所
蔵
し

た
時
点
の
も
の
で
は
な
い
。

（
８
）	

木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文

庫
・
新
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
池
田
光
子
「
第
一
次
新
田
文
庫

暫
定
目
録
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
四
』、
二
〇
〇
四
年
二
月
）、

及
び
同
「
第
一
次
新
田
文
庫
暫
定
目
録
（
続
）」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

報
二
〇
〇
五
』、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
参
照
。
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）

四
月
二
〇
日
付
の
『
秋
霧
記
』
に
は
、
明
治
三
五
年
に
幸
田
に
提
供
し

た
資
料
と
し
て
「
学
校
公
務
記
録
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理

由
は
不
明
だ
が
、
木
菟
麻
呂
の
単
な
る
間
違
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

木
菟
麻
呂
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
中
井
履
軒
の
『
百
首
贅
贅
』

を
博
文
館
よ
り
出
版
し
、
そ
の
巻
末
に
「
懐
徳
堂
遺
編
目
録
」
と
「
水

哉
館
遺
編
目
録
」
と
を
付
し
て
い
る
。
両
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の

は
、
懐
徳
堂
で
活
躍
し
た
諸
儒
と
履
軒
と
の
遺
著
の
み
で
、
木
菟
麻
呂

が
後
に
幸
田
に
提
供
し
た
十
種
の
懐
徳
堂
関
係
資
料
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
幸
田
か
ら
資
料
提
供
の
依
頼
を

受
け
る
ま
で
、
木
菟
麻
呂
は
そ
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係
の
記
録
類
に

対
し
て
、
竹
山
・
履
軒
等
の
遺
著
ほ
ど
に
は
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）	
森
本
の
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
記
』
に
は
も
と
も
と
題
名
が
な
く
、『
懐

徳
堂
記
』
は
大
阪
市
史
編
纂
係
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
仮
名
で
あ
る
。
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『
大
阪
市
史
』
第
五
巻
（
大
阪
市
役
所
、
明
治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕）、

及
び
幸
田
成
友
『
懐
徳
堂
旧
記
』（
秀
英
社
、
同
年
九
月
）
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
懐
徳
堂
定
約
」
は
、
い
ず
れ
も
森
本
専
助
が
大
阪
市
史
編

纂
係
に
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
記
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
、
管
見
の

限
り
で
は
、
森
本
が
大
阪
市
史
編
纂
係
に
提
供
し
た
も
の
以
外
に
、「
懐

徳
堂
定
約
」
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
幸
田
成
友
の
『
懐
徳
堂
旧
記
』

の
序
文
に
よ
れ
ば
、
幸
田
が
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
大
阪
市

史
編
纂
担
当
と
し
て
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
収
集
を
始
め
た
時
、
大
阪
市

史
編
纂
係
に
は
森
本
の
提
供
し
た
『
懐
徳
堂
記
』
一
冊
し
か
な
か
っ
た

と
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
大
阪
市
史
編
纂
所
の
所
蔵
す
る
『
懐
徳
堂
記
』

の
巻
末
の
識
語
に
は
「
明
治
三
十
五
年
五
月
探
訪
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

幸
田
が
大
阪
市
史
編
纂
係
に
着
任
し
た
時
点
で
は
ま
だ
収
蔵
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
の
記
述
が
正
確
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。

（
10
）	

拙
稿
「『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
そ
の
成
立
過
程
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第

五
八
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
）、「『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
と
「
懐
徳
堂

記
録
」」（『
国
立
高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系
「
観
光
・
言
語
・
文
学
」

国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』、台
湾
・
国
立
高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系
、

二
〇
一
四
年
一
一
月
）
参
照
。

（
11
）	

大
阪
市
史
編
纂
係
旧
蔵
の『
懐
徳
堂
纂
録
』・『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』・『
拝

恩
志
喜
』
の
合
冊
本
の
外
題
は
「
懐
徳
堂
纂
録
他
一
件
」
と
な
っ
て
い

る
が
、「
他
一
件
」
は
誤
り
で
あ
り
、
同
冊
は
三
つ
の
資
料
の
合
冊
本

で
あ
る
。
誤
り
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
12
）	

大
阪
人
文
会
会
員
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
三
年
一
一
月
印
刷
の
『
大
阪

人
文
會
員
名
簿
』
に
よ
り
、
そ
の
時
点
で
の
会
員
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
名
簿
に
収
録
さ
れ
て
い
る
会
員
は
五
十
名
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
氏
名
・
号
・
職
業
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
大
阪
大
学

附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を
実
見
し
た
。

『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
、
一
九
七
六
年
三
月
）

参
照
。
な
お
、
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
よ
れ
ば
、
木
菟
麻
呂

が
幸
田
に
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』・『
懐
徳
堂
纂
録
』・『
拝
恩
志
喜
』
を

送
付
し
た
の
は
明
治
四
二
年
二
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
り
、
幸
田
か
ら

木
菟
麻
呂
の
も
と
へ
そ
れ
ら
が
返
送
さ
れ
た
の
は
同
年
四
月
一
八
日
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
太
田
が
明
治
四
二
年
五
月
に
「
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
」

を
書
写
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
。

（
13
）	

注
11
前
掲
の
拙
稿
「『
懐
徳
堂
纂
録
』
と
そ
の
成
立
過
程
」
参
照
。

（
14
）	「
蘭
洲
五
井
先
生
家
譜
」
に
は
「
純
實　

始
内
記
ト
云
鷹
司
家
ニ
仕
後

権
藏
ト
改
桐
陰
ト
号
／
吉
宗
公
ニ
仕
御
先
手
組
鉄
炮
組
与
力
知
行
二
百

五
十
石
寶
曆
十
一
年
／
巳
九
月
十
九
日
卒
年
六
十
九
鐵
山
道
機
ト
号
」

と
あ
る
。

（
15
）	
注
１
前
掲
の
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再

興
』、
及
び
拙
稿
「
大
阪
人
文
会
と
懐
徳
堂
記
念
会
―
懷
德
堂
記
念
会

蔵
「
経
過
報
告
第
一
」
を
中
心
に
―
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
六
号
、

二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
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（
16
）	

新
見
氏
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
市
史
』
巻
一
（
大
阪
市
参
事
会
編
、
明

治
四
四
年
〔
一
九
一
一
〕）
の
「
編
集
の
顚
末
」
に
「
新
見
吉
次
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
「
吉
治
」
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。

（
17
）	『
懐
徳
堂
記
録
』三
冊
に
つ
い
て
は
、画
像
デ
ー
タ
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/

ships/db.htm
l

）
参
照
。

（
18
）	

或
い
は
、
前
引
の
明
治
三
五
年
一
〇
月
二
一
日
付
『
秋
霧
記
』
に
あ
る

と
こ
ろ
の
、
幸
田
が
木
菟
麻
呂
に
交
付
を
約
束
し
た
「
大
阪
市
役
所
ノ

証
書
」
に
お
い
て
、「
懐
徳
堂
記
録
」
と
の
語
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

（
19
）	「
竹
山
先
生
遺
状
」
は
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
木
菟
麻
呂
が

幸
田
に
送
付
し
た
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。

（
20
）	「
懐
徳
堂
書
院
掲
示
」
は
、
木
菟
麻
呂
が
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
と
同

時
に
並
行
し
て
編
集
し
た
『
懐
徳
堂
纂
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
、
漢

文
で
記
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。ち
な
み
に「
懐
徳
堂
書
院
掲
示
」は
、『
懐

徳
堂
展
覧
会
目
録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
21
）	「
学
問
所
来
歴
」
は
、
明
治
四
二
年
に
木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
送
っ
た
『
懐

徳
堂
記
録
拾
遺
』
に
「
学
問
所
来
歴
覚
書
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
に
お
い
て
は
、「
懐
徳
堂
記
録
」
で

は
な
く
、「
懐
徳
堂
遺
蔵
品
目
録
」
の
「
横
巻
類
」
の
中
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。「
学
問
所
来
歴
」
は
ま
た
「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」
に
お

い
て
は
、「
懐
徳
堂
記
録
」
と
後
述
す
る
「
懐
徳
堂
文
書
」
と
、
並
列

の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。「
懐
徳
堂
文
書
」
は
、「
懐
徳
堂
建

立
文
書
」・「
学
校
再
建
文
書
」・「
大
阪
学
校
書
類
」・「
学
校
校
務
書
類
」・

「
衙
尹
御
入
請
書
」
の
五
種
の
資
料
を
指
す
。『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』

に
お
い
て
こ
の
「
懐
徳
堂
文
書
」
と
は
、「
懐
徳
堂
記
録
」
と
並
列
の

関
係
に
置
か
れ
た「
懐
徳
堂
遺
蔵
品
目
録
」の「
横
巻
類
」の
中
に
、「
学

問
所
来
歴
」
等
と
共
に
「
懐
徳
堂
文
書
六
巻　

蔵
于
黒
漆
函
」
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
た
が
、「
懐
徳
堂
遺
物
寄
進
の
記
」
に
お
い
て
は
、「
懐

徳
堂
記
録
」・「
懐
徳
堂
文
書
」・「
学
問
所
来
歴
」
の
三
者
が
並
列
の
関

係
に
置
か
れ
て
い
た
。「
嘆
願
書
案
」
は
、
慶
応
三
年
に
並
河
寒
泉
と

中
井
桐
園
と
が
奉
行
所
に
対
し
て
保
護
を
求
め
た
嘆
願
書
の
案
文
で
、

「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
物
目
録
」
に
お
い
て
「
懐
徳
堂
記
録
」
に
新

た
に
加
え
ら
れ
た
。

（
22
）	

例
え
ば
『
懐
徳
堂
記
録
拾
遺
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
「
竹
山
先
生
遺
状
」

は
、「
竹
山
先
生
遺
言
状
」
と
さ
れ
、「
懐
徳
堂
義
金
簿
」
は
「
天
明
元

年
義
金
簿
」
に
、「
義
金
助
成
金
簿
」
は
「
万
延
二
年
義
金
助
成
金
簿
」、

「
嘆
願
書
案
」
は
「
慶
応
三
年
嘆
願
書
案
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）	

中
井
木
菟
麻
呂
の
「
追
懐
遺
事
三
篇
」（『
懐
徳
』
第
二
号
、
大
正
一
四

年
〔
一
九
二
五
〕）
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
十

三
日
、
木
菟
麻
呂
と
天
囚
と
が
大
阪
に
お
い
て
最
初
の
面
談
を
行
っ
た

際
、
幸
田
は
同
席
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
木
菟
麻
呂
が
甃
庵
・
竹
山
・

蕉
園
の
年
回
を
大
阪
に
お
い
て
公
開
で
行
い
た
い
と
の
意
向
を
天
囚
に
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伝
え
る
と
、
天
囚
は
賛
成
し
、
幸
田
に
向
か
っ
て
「
幸
田
君
、
や
ら
う

で
は
な
い
か
」
な
ど
と
発
言
し
、
協
力
を
約
束
し
た
と
い
う
。
こ
の
木

菟
麻
呂
と
の
最
初
の
面
談
の
際
、
天
囚
は
幸
田
か
ら
、
明
治
三
五
年
に

木
菟
麻
呂
が
幸
田
に
提
供
し
た
「
懐
徳
堂
記
録
」
に
つ
い
て
聞
き
及
ん

だ
と
の
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
小
天
地
閣
本
の
内

容
か
ら
す
る
と
、
明
治
四
二
年
に
木
菟
麻
呂
か
ら
大
阪
市
史
編
纂
係
に

『
懐
徳
堂
纂
録
』
等
が
提
供
さ
れ
た
際
、
そ
の
情
報
が
幸
田
か
ら
天
囚

に
伝
え
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
、
幸
田
と
天
囚
と
は
さ
ほ

ど
親
密
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
懐

徳
堂
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
竹
田
健
二
）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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